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町
内
小
学
校
児
童
と
市
浦
小
児
童
が
相
互
訪
問

市
浦
小
学
校
へ
の
訪
問

６
月
18
日
〜
19
日

　

町
内
各
小
学
校
の
５
年
生
40

人
が
市
浦
を
訪
問
し
、
地
元
小

学
校
５
年
生
が
温
か
く
出
迎
え

ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
初
対
面
と
な
っ
た

児
童
た
ち
は
、
は
じ
め
に
市
浦

小
の
児
童
が
学
校
や
市
浦
の
紹

介
を
し
た
り
、
特
産
の
シ
ジ
ミ

貝
の
生
態
な
ど
を
発
表
し
た
ほ

か
、「
十
三
の
砂
山
ま
つ
り
」

で
行
わ
れ
る
踊
り
を
披
露
す
る

と
上
ノ
国
の
児
童
か
ら
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
自
己
紹
介
を
兼
ね
た
ゲ
ー

ム
を
通
じ

て
打
ち
解

け
あ
い
ま

し
た
。

　

交
流
記

念
品
作
り

で
は
絵
馬

作
り
を
体

験
し
ま
し

た
。
材
料

の
加
工
は

木
材
工
芸

セ
ン
タ
ー

へ
移
動
し

て
作
業
し
、

仕
上
げ
は
市
浦
小
学
校
に
戻
り

行
い
ま
し
た
。
こ
の
出
来
上

が
っ
た
絵
馬
に
は
、
お
互
い
の

児
童
が
一
緒
に
描
い
た
絵
や
自

分
の
将
来
の
夢
な
ど
が
書
か
れ

て
い
ま
し
た
。

　

市
浦
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ

ん
が
用
意
し
た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

や
特
産
の
シ
ジ
ミ
を
使
っ
た
シ

ジ
ミ
汁
な
ど
の
夕
食
を
一
緒
に

い
た
だ
い
て
、
こ
の
交
流
は
終

了
と
な
り
ま
し
た
。
児
童
た
ち

は
上
ノ
国
で
の
再
会
を
約
束
し

て
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
十
三
湖
で
の
シ

ジ
ミ
採
り
体
験
を
し
た
後
、
帰

路
に
つ
き
ま
し
た
。

市
浦
小
児
童
の
来
訪

９
月
３
日
〜
４
日

　

市
浦
小
学
校
か
ら
は
５
年
生

児
童
16
人
が
来
町
し
ま
し
た
。

　

一
行
は
は
じ
め
に
勝
山
館
跡

ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
や
旧
笹
浪
家

住
宅
な
ど
の
文
化
財
施
設
を
訪

れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
市
浦

と
上
ノ
国
と
の
繋
が
り
や
上
ノ

国
の
歴
史
の
一
端
に
触
れ
ま
し

た
。
続
い
て
訪
れ
た
栽
培
漁
業

総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ア
ワ
ビ

や
エ
ゾ
バ
カ
貝
の
育
成
の
様
子

を
見
学
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、

上
ノ
国
小

学
校
へ
移

動
し
、
児

童
同
士
の

交
流
が
行

わ
れ
ま
し

た
。
児
童

た
ち
は
、

三
ヶ
月
ぶ

り
の
再
会

と
あ
っ
て

か
、
お
互
い
の
顔
を
見
た
瞬
間

に
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
各
学
校
ご
と
に

発
表
が
行
わ
れ
、
上
ノ
国
小
児

童
は
「
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン

節
」
の
演
舞
を
、
河
北
小
児
童

は
「
上
ノ
国
町
の
紹
介
」、
滝

沢
小
児
童
は
「
豊
漁
太
鼓
」
の

力
強
い
演
奏
を
そ
れ
ぞ
れ
し
ま

し
た
。

　

交
流
記
念
品
作
り
で
は
、
プ

ラ
バ
ン
作
り
に
挑
戦
し
、
お
互

い
の
児
童
が
相
談
し
な
が
ら
作

品
を
仕
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

上
ノ
国
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆

さ
ん
が
用
意
し
た
上
ノ
国
の
食

材
を
使
っ
た
豚
丼
な
ど
の
夕
食

を
一
緒
に
い
た
だ
い
た
の
ち
に

お
開
き
と
な
り
ま
し
た
が
、
お

互
い
の
児
童
は
握
手
を
交
わ
す

な
ど
別
れ
を
惜
し
ん
で
い
ま
し

た
。

　

２
日
目
は
、
江
差
町
の
開
陽

丸
を
見
学
す
る
な
ど
し
て
、
帰

路
に
つ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
相
互
の
行
き
来
を
通
じ

て
児
童
同
士
の
交
流
も
深
ま
り
、

充
実
し
た
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　

友
好
市
町
村
交
流
事
業
の
一
環
と
し
て
五
所
川
原
市
立
市
浦
小

学
校
児
童
と
町
内
各
小
学
校
児
童
が
相
互
に
訪
問
す
る
交
流
事
業

が
行
わ
れ
、
町
内
小
学
生
は
６
月
18
日
、
19
日
に
市
浦
小
学
校
を

訪
問
し
、
市
浦
小
学
校
か
ら
は
、
９
月
３
日
、
４
日
に
来
町
し
ま

し
た
。

市浦から来町した児童市浦から来町した児童

市浦に訪問した児童市浦に訪問した児童

平
成
27
年
度
友
好
市
町
村
学
校
間
交
流
行
わ
れ
る

　

今
回
は
、
夷
王
山
の
山
頂
に

所
在
す
る
夷
王
山
神
社
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

夷
王
山
神
社
は
、
広
報
７
月

号
で
お
知
ら
せ
し
た
砂
館
神
社

と
同
様
、
上
ノ
国
三
社
の
一
つ

で
藩
主
や
家
臣
が
最
後
に
参
拝

す
る
の
が
通
例
で
し
た
。
神
社

が
所
在
す
る
山
頂
に
は
、
勝
山

館
跡
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
駐
車

場
脇
か
ら
徒
歩
で
上
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

神
社
の
名
称
は
、
か
つ
て

「
医
王
山
頭ず

陀だ

寺じ

」「
医
王
山
薬

師
堂
」「
醫い

王
山
神
社
」
な
ど

と
呼
称
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

明
治
26
年
に
「
夷
王
山
神
社
」

と
社
名
を
変
更
し
、
御
祭
神
に

武
田
信
廣
を
加
え
て
い
ま
す
。

　

本
社
は
、
普
段
拝
観
で
き
ま

せ
ん
が
、
文
政
２
年
〜
安
政
６

年 (

１
８
１
９
〜
１
８
５
９)

の
『
笹さ
さ

浪な
み

氏し

諸し
ょ

留と
め

』
に
「
間ま

口ぐ
ち

三
尺
奥お
く

行ゆ
き

三
尺
」（
約
90
㌢
×

90
㌢
）
の
大
き
さ
で
あ
る
こ
と

が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
夷
王
山
は
約
５
０
０

種
類
の
山
野
草
が
咲
き
誇
る
場

所
で
あ
る
た
め
、
歴
史
だ
け
で

な
く
自
然
散
策
も
併
せ
て
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
創
建
年
代
】
永え
い

禄ろ
く

元
年
（
１

５
５
８
）（『
神
社
書
上
』）、
永

禄
７
年
（
１
５
６
４
）（『
蝦え
み

夷し
の

喧さ

辞え

弁ぎ

』）
の
所
説
あ
り
。

【
祭
神
】
武
田
信
廣
命
、
オ
オ

ク
ニ
ヌ
シ
、
ス
ク
ナ
ビ
コ
、
カ

グ
ツ
チ
、
コ
ノ
ハ
ナ
ノ
サ
ク
ヤ

ビ
メ

【
鳥
居
形
状
】
明み
ょ
う

神じ
ん

鳥と
り

居い

で
あ

る
。
笠
木
は
、
断
面
が
五
角
形

を
し
て
お
り
、
直
線
的
に
延
び

て
端
部
で
や
や
太
く
な
る
。

〜
神
社
編
〜

笠 木笠 木

夷王山神社夷王山神社


